患者様・ご家族の皆様へ
多剤耐性緑膿菌について

感染制御部

　患者様のおからだから、多剤耐性緑膿菌という抗生物質の効きにくい細菌が検出されました。緑膿菌は、環境中や人間の腸管などに普通に存在する細菌で、病原性はあまり強くない細菌です。多剤耐性緑膿菌は、通常の緑膿菌と同様に病原性は弱いのですが、多くの抗生物質に抵抗性を示すため、一度感染症を起こすと治療が難しくなります。特に、抵抗力の落ちている患者様では、ときに創部感染や肺炎などをおこすことがあり注意が必要です。
　多剤耐性緑膿菌は、医療スタッフ、患者様、付き添いの方などの手指を介して簡単に移っていきます。病院の中には、抵抗力の落ちた患者様がたくさんおられますので、この多剤耐性緑膿菌がひろがらないように、医療スタッフがいくつかの予防策をとることがあります。たとえば、患者様に個室に移っていただいたり、医療スタッフがケアをする際に手袋やエプロン・マスクを用いることがありますので、ご了承ください。

　多剤耐性緑膿菌のひろがりを防ぐには、手洗い・手指消毒がもっとも大切です。医療スタッフも十分心がけますが、患者様ご自身や付き添いのご家族も、ケアの前後、トイレのあと、部屋の出入りの際には、流水と石けんによる手洗いやアルコール製剤による手指消毒をお願いいたします。
　多剤耐性緑膿菌が検出されたからといって、本来の医療行為には影響はなく、患者様に不利益になることはありませんのでご安心ください。
　以上簡単ですが、多剤耐性緑膿菌についてのご説明をいたしました。わからない点や疑問がありましたら、どうぞ遠慮なく医師や看護師にお尋ねください。

